


令和８年度 大阪大学総合型選抜・学校推薦型選抜
推薦書・志願者評価書

　　　　　　　　　　　   　　　学校名　　公印

　　　　　　　　　　　   　　　学校長名　　

　　　　　　　　　   　　　所在地    〒
                                     　　　
　　　　　　　　　　　   　　　電話番号             （        ）        

作成日　　令和　　　年　　　月　　　日

作成者    職名　
氏名　　　　　　　　　　　　　　印
志願者との関係　

下記の者は、貴学医学部保健学科の学校推薦型選抜の要件に全て該当し、合格した場合は入学することを確約できる者と認め、責任をもって推薦します。
また、推薦人数の上限を厳守していることを保証します。
	志望学部
志望学科
	医学部
保健学科
	志望する専攻
(1つに○を記入)
	（　　）看護学専攻
（　　）放射線技術科学専攻
（　　）検査技術科学専攻

	志願者名
	(フリガナ）
	　

	
	(漢字）
	　

	
	(ローマ字）
	　

	性別
	（　　）男
（　　）女
	生年月日
	平成　　年　　月　　日

	卒業年月
	　　令和　　年　　月　　（　　）卒業　・　（　　）卒業見込み
















（次頁へ続く）

1． 本志願者の最終学年における評価について、下の評価の観点に従い、評価項目毎にあてはまると思うレベルに○を書き入れてください。
	評価項目
	非常に優秀
(上位5%）
	優秀
(上位10%）
	とても良い
(上位25%）
	良い
(上位50%）
	平均以下
(下位50%
未満）
	評価
不可能

	(1) 基礎的・基本的な知識・技能
	
	
	
	
	
	

	(2) 倫理観・人間性
	
	
	
	
	
	

	(3) 課題探求力
	
	
	
	
	
	

	(4) 国際性
	
	
	
	
	
	

	(5) 表現力
	
	
	
	
	
	

	(6) 協調性
	
	
	
	
	
	

	(7) 学習意欲・態度
	
	
	
	
	
	




	評価項目
	評価の観点

	(1) 基礎的・基本的な知識・技能
	保健学科で修学するにあたり必要な基礎的な学力・知識・技能を有している。

	(2) 倫理観・人間性
	保健学科で修学するにあたり必要な倫理観・人間性を有している。

	(3) 課題探求力
	保健学科で修学するにあたり必要な課題探求力を有している。

	(4) 国際性
	保健学科で修学するにあたり必要な国際性を有している。

	(5) 表現力
	保健学科で修学するにあたり必要な表現力を有している。

	(6) 協調性
	保健学科で修学するにあたり必要な協調性を有している。

	(7) 学習意欲・態度
	保健学科で修学するにあたり必要な学習意欲・態度を有している。




２．志願者の最新の学業成績について、学年におけるおおよその順位にあてはまるものに○を付けてください。

	上位5%
	上位10％
	上位15％
	上位20％
	上位25%
	上位30%
	上位75%
	下位25%未満

	
	
	
	
	
	
	
	



（次頁へ続く）


３．志願者の成績証明書にあらわれない面、例えば特技や素質などをできるだけ詳しく記入して下さい。また長所だけでなく、志願者の短所も記入してください。

1 志願者の得意分野や特技、他の者より優れている素質や特徴は何ですか？
（学内や学外における活動などを含む）


2 志願者が今後努力しなければいけないと思う分野は何ですか？


3 大阪大学での経験は志願者にとって将来どのように役に立つと思いますか？

（次頁へ続く）

４．「医学部保健学科が求める人材像」に志願者が該当する理由を、具体的なエピソードを出来るだけ踏まえ、記入してください。

【医学部保健学科の求める人材像】
大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、医学部保健学科では国内外の研究・実践・教育の
場で、専門性と語学力を基盤としたリーダーシップを発揮し、専門領域の確固たる資格と自信を持ち、
人に対して温かい目を持つ医療人を育成するために、以下のような資質を有する学生を受け入れます。
(１) 高等学校等で履修する各種の学習内容を幅広く理解している人 
(２) 医療専門職として必要な自然科学の基礎的知識・理解と論理的思考力を持つ人 
(３) 基礎的語学力を有し、国際的な視野を持つ人 
(４) 保健・医療への関心を有し、課題を解決する意欲と能力を持っている人 
(５) 基本的コミュニケーション力を有し、リーダーシップを発揮する素質を有する人

【学校推薦型選抜で求める人材像】
特に、保健・医療への関心を持ち、課題を解決する意欲と能力、基本的コミュニケーション力、リーダーシップを発揮する素質を有し、保健学の発展を目指して積極的に取り組む方を歓迎します。



（以上）


2
